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Ⅰ	 はじめに  














「アジェンダ 21」の合意をみた。この行動計画の第 36 章「教育，意識啓発および訓練の推進」では，a)持続可能
な開発へ向けた教育の再編成，ｂ）意識啓発の推進，c)	 研修の推進，の３つの行動計画を詳細に編成している。 
	 これらを受けて 2002 年の国連総会において，2005 年から 2014 年までの 10 年間を「持続可能な開発のための
教育（ESD）の 10 年」と決議された 3)。ESD とは Education for Sustainable Development のことであり，持
続可能な開発にとって極めて大切なものとして教育を位置づけ，再構築することを示している３）。この決議を受




















Ⅰ‐３	 港区の水辺環境について  
東京都港区の人口は，205,430 人である 6)。そのうち，芝浦港南地区の人口は，45,170 人であり，麻布地区に
続いて 2 番目に人口が多い地区である。明治時代，港区周辺には豊かな水辺が広がっており，海水浴や潮干狩り
などを行うことができた 7)。しかし，高度経済成長期以降，埋め立てや人口増加により海岸線の減少や水質汚染が
















Ⅱ	 研究の背景  


























意義があると考えた。そこで本稿では，	 	  
1.カルガモプロジェクト（＊注 2）の一環として設置されたカルガモの営巣場所付近において実施した通行者
50 名（親子 30 組，サラリーマン 20 人）に対するインタビュー調査 


































































に始まったプロジェクトである。本インタビュー調査は 平成 22 年 4 月～10 月に，カルガモ人口巣設置場付近の
渚橋にて，親子 30 組ならびにサラリーマンおよび OL20 名を対象に，カルガモプロジェクトがどれだけ人々の生
活・思考・行動に影響を与えているかを明らかにすることを目的として行った。 
 










Ⅲ-2	 ハゼ釣り調査でのアンケート調査  
平成 22 年 7 月 1 日ハゼ釣り調査を実施し，活動終了後に 1 人 1 枚アンケート用紙を配布し，参加者 150 名中




















Ⅳ	 結果  
Ⅳ-1 カルガモプロジェクトインタビュー調査の結果  
１）親子に対するインタビューの結果  
設問項目①について，芝浦周辺に住んでいる人は，30 人中 22 人であった。 
設問項目②について，芝浦に住む際に水辺は要素としてあった人は 22 人中 12 人であった。 
設問項目③について，運河が綺麗だと思う人は 30 人中 8 人であった。 
設問項目④について，カルガモプロジェクトを知っていた人は 30 人中 20 人であった。 
 
 


















	 設問項目⑤について，カルガモをよく観察する人は 30 人中 22 人であった。観察する理由として「子供が喜ぶ
から」と 17 人が回答し，「雛が可愛いから」が 5 人，「癒されるから」が 1 人であった。 
 












設問項目⑥について，カルガモプロジェクト参加希望者は 30 人中 15 人であった。 
 







図 2	 設問⑦	 家庭内での会話内容 
 
	 設問項目⑦について，「家庭内でカルガモの話題があがる」回答者は 22 人であった。 




























2) サラリーマンに対するインタビューの結果  
設問項目①について，芝浦周辺に住んでいる人は 20 人中 4 人であった。 
設問項目②について，芝浦に住み際に水辺は要素としてあった人は，4 人中 2 人であった。 
設問項目③について，運河が綺麗だと思う人は，20 人中 12 人であった。 
設問項目④について，カルガモプロジェクトを知っている人は 20 人中 9 人であった。 
 
 
図 3	 設問⑤理由 
	 	  

















から」が７人，「可愛いから」が 5 人，「動きが面白いから」が 2 人であった。「可愛いから」の回答者５人は全員
が OL であった。 
 
















設問項目⑥について，カルガモプロジェクトに参加してみたい人は 20 人中 2 人であった。 
 





図 4	 設問⑦ 会話内容 
 
設問項目⑦について，家庭内でカルガモの話題があがる人は 20 人中 4 人であった。家庭内での話題の内容とし





















 Ⅳ-2	 ハゼ釣り調査アンケート結果  
	 設問項目①について，ハゼ釣り調査に初めて参加する人は，30 人中 11 人であり，二回目以上の参加者は 30 人
中 17 人であった。 
設問項目②について，ハゼ釣り調査事前学習会に参加した人は，30 人中 6 人であった。 
設問項目③について，学習会は改めて役に立ったと思う人は（②で「はい」と答えた人に対して）6 人中 6 人で
あった。 
設問項目④について，来年もハゼ釣り調査に参加したい人は，30 人中 30 人であった。 
設問項目⑤について，自宅が芝浦周辺の人は，30 人中 25 人であった。 
設問項目⑥について，（⑤で「はい」と答えた人に対して）芝浦に住む際に水辺は要素としてあった人は，25
人中 17 人であった。 
設問項目⑦について，運河は綺麗だと思う人は，30 人中 13 人であった。 
 
 
図 5	 設問⑧結果 
 
設問項目⑧について，⑦で「はい」と答えた回答者が考える運河を綺麗に保つための活動は，「ごみを捨てない」















図 6	 設問⑨結果 
 
	 設問項目⑨について，⑦で「いいえ」と答えた人が考える，運河を綺麗にするための活動内容は，「生活排水に




図 7	 設問⑩結果 
	  
設問項目⑩について，参加者が実際に行っている活動は，「海塾プロジェクト」が 3 人，その他に「生活排水の
工夫」が 2 人，「子供と一緒に運河を観察」が 1 人，「清掃」が 1 人であった。 
 
Ⅴ	 考察   
Ⅴ-1 カルガモプロジェクトについて  
	 カルガモプロジェクトは，カルガモの世話や観察活動を通して地域住民の水圏環境への配慮行動を高めるた
めに始まったプロジェクトである。本インタビュー調査は 親子 30 組ならびにサラリーマンおよび OL20 名を
対象に，カルガモプロジェクトがどれだけ人々の生活・思考・行動に影響を与えているかを明らかにすること
を目的とした。 




































Ⅴ-2	 ハゼ釣り調査について  
ハゼ釣り調査アンケート設問①及び設問④の結果より，30 人中 17 人がハゼ釣り調査には 2 回目以上参加し，
複数経験を持ち，30 人中 30 人が来年のハゼ釣り調査に「参加する」と回答した事から，ハゼ釣り調査に興味関
心を持ち，継続的に活動を行おうとする意欲があることが伺えた。 
	 ハゼ釣り調査アンケートの設問⑧および設問⑨の結果より，運河を綺麗にする活動内容として最も多く挙がっ
たのは，30 人中 10 人が回答した「ゴミを捨てない」であり，次に多かったのは 30 人中 8 人が回答した「生活排
水に気をつける」であった。さらに「海塾等の住民活動が必要」と 5 名が回答した。ここで，「生活排水に気をつ
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